
南成瀬地区の
新たな学校の概要

資料４
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校地の位置・新しい学区域
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町田市立学校の新たな通学区域（2040年度：南地区）

統合新設校建設予
定地

南成瀬地区の新しい
通学区域

町区域（南成瀬1丁目な
ど）

町田市立学校の新たな通学区域（2040年度：南地区）

１ 新しい通学区域
・成瀬5～8丁目全域
・南成瀬1～8丁目全域

２ 統合新設校建設予定地
現南第二小学校の敷地



①児童数(学級数)

学校の現状
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■南成瀬地区統合新設校 想定児童数・学級数

※特別支援学級(知的)配置を想定

■南第二小学校（築43年） ■南成瀬小学校（築41年）

②学校の主な変遷

1947年：南第二小学校開校
（1873年成高学舎開校-成瀬学校-南村尋
常小学校-南第二国民学校-南第二小学校）

①児童数(学級数)

②学校の主な変遷

1980年：南成瀬小学校開校
（南第二小学校の一部児童転入）

通常学級 2021 2030 2040
児童数 322 255 223
学級数 12 12 12

通常学級 2021 2030 2040
児童数 350 222 214
学級数 12 11 11

知的
22
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特別支援学級(2021)

児童数
学級数

通常学級 2028 2030 2040
児童数 595 566 514
学級数 18 18 18



住所 ：東京都町田市成瀬7-11-1

地域地区：第一種中高層住居専用地域、準防火地域

敷地面積：約16,500㎡(学校施設台帳による)

容積率 ：150％

建ぺい率：50％

前面道路：西側 約8.5ｍ

東側 約11m

その他 ：電気事業法に基づく送電線との

安全な離隔距離4.8m

校地の計画条件等
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校地の計画条件等
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【計画地の特徴】

●恩田川沿いの桜並木、成
瀬山吹特別緑地保全地区等
の里山に囲まれた環境

●旧鎌倉街道沿いの地神塔
等、周囲に史跡が点在

●学校に近接して市立総合
体育館

送電線



統合時の想定学級数に応じた諸室の構成
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　学級数:18学級（各学年3学級×6学年） ※オープンスペースを整備した場合
　1コマ：72㎡（普通教室、少人数教室、多目的室のみ1コマ68㎡）

⑫ プール

⑪ 屋外体育施設
屋外体育倉庫 1
用具倉庫 1

昇降口、廊下、階段、トイレ、手

洗い場、倉庫・教材室等

⑩ 屋内体育施設
体育館 1
体育館関係諸室 1

⑨ 共用部分 ※ ※

学校ギャラリー 総面積は1コマ程度。上記共用部分とは別に算定。

教育相談室

※ ※ 総面積は3コマ程度。共用部分に含む。

給湯室

⑧ 放課後活動
放課後子ども教室準備室 1 0.5

学童保育クラブ ※ ※ 法令等で定める面積を確保

⑦ 給食
1 ※ コマ数は給食を提供する児童数に応じて算定

配膳室 3 0.5 3階建てを想定し、各階1カ所

保健室 1 1.5

保護者活動室（PTA室） 1 0.5

学校管理員室 1 0.5

1

用務員室 1 1

1 適宜

1 0.5

教職員用更衣室

0.5

準備室 1 0.5
適宜 コマ数は共用部分に含む

職員室(印刷室等含む) 1 3.5 特別支援学級・教室の教員数に応じて加算

普通教室、少人数教室、多目的室のみ
1コマ68㎡で算定

④ 特別支援教室

全体指導用教室            1 1

個別指導室                ※ ※ ※整備時の指導体制に応じて算定
準備室 1 0.5

② 特別教室

理科室 1

2 準備室含む
ラーニングセンター 1 3.5

2 準備室含む
音楽室 1 2.25 準備室含む

プレイルーム(集団学習室)   1 1

図工室

0.5 ※整備時の就学の状況に応じて算定

1 2.25 準備室含む
家庭科室 1

コマ数 備　考

① 普通教室

普通教室 18 1

少人数教室 3 1

多目的室

区分 教室・スペース 室数

3 1

多目的ホール 1 2

オープンスペース 24 ※ ※普通教室、少人数教室、多目的室前に整備

③
特別支援学級
（設置校のみ）

小教室 ※

トイレ、倉庫等                          

校長室 1 0.5
事務室 1

プール関係諸室 1 プールを整備する場合のみ

⑤ 管理諸室
倉庫・教材室

会議室 1 1

1

⑥ その他諸室

放送室 1 0.5

児童会室 1

2 0.5 シャワースペースおよび休憩スペースを別途加算

児童用更衣室 6 ※

コミュニティルーム

調理室・調理員用休憩室

総面積は2コマ程度

0.5



新校舎の概要
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※2021年12月時点想定


